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はじめに


アートにおける「思考禁止」という状況

9・11テロに対して鋭い分析と示唆を唱えたスロヴェニア出身の哲学者スラヴォイ・ジジェクは彼のいくつかの著書で、私達が生きている現代を、生の萎えた「思考禁止の時代」と言っています。
「思考禁止」はアートの文脈においても起こっています。現代の状況や問題というものが消費物や製品として解消されているかのように展開されています。問題に対する力が個人の外部に向かうのではなく、例えば、個人の温床によって展開する「オタク的」な、単に技巧的で工芸的なアート、キッチュで一見難解なアートが多く消費されています。観客は表面だけを鑑賞し、中身の無いアートとして消費してしまっている現象は現代の病理とも言えます。思考本来の意味や現代の状況に対する実感が薄れ、過剰に流れるイメージや情報に時間を費やすという虚構に私たちはいるのかも知れません。
ビデオアートセンター東京(VCT)の役割

上記のような「アートにおける思考禁止」という状況の中で、ビデオアートセンター東京(VCT)はイメージや情報を積極的に対象物とし、社会や世界を読み暴き、「鑑賞するアート」から「思考するアート」へと表現のパラダイムシフトに向けています。私たちが情報メディアとして一番触れている電子映像＝ヴィデオを使い、ラディカルな芸術の表現を行っているアーティストたちに焦点を当てています。
ビデオアートセンター東京(VCT)によるドキュメンタリー作品
当該企画は、現代アートの状況の認知や、思考するための手がかりとなることを目指していることを示し、イメージ・情報パズルの時代に生きる読者を現代の世界的な問題の認知へと導くことを目指しています。そこから自由主義の下にはびこる個の喪失の救済、また思考禁止の状態を終える手がかりへと鑑賞者を誘うでしょう。
	
企画趣旨と目的


2006年1月に、世界的に著名なヴィデオ作家：ナム･ジュン･パイク氏が亡くなられました。パイク氏は60年代より映像技術を表現と結びつけ、ヴィデオアートと呼ばれるジャンルの立ち上げに貢献し、ネットワークアートや、ソウルオリンピックの演出など多岐に渡る活躍をしました。国内にも同時期に世界的に活動したアーティストが多くいますが、残念ながら彼らの活動は、欧米では知られているものの、国内やアジアへのアピールは乏しいと言えます。
またアーティスト達がパイク氏同様に高齢に達しているため、現在までのヴィデオアートの歴史の引き継ぎと証言の記録化が急がれます。ヴィデオアートをハイヴィジョン技術でドキュメンタリーとして記録し、次世代への映像表現の遺産として紹介してゆくことが当プロジェクトの目的です。

ヴィデオアートという表現手法の集大成
これまで作家個人に関する記録やトークイベントなどは行われてきましたが、全体を統括して描かれたドキュメンタリーは未だかつてありません。各時代、60年代から始まり90年代までにかけて、それぞれの時代におけるヴィデオアートの状況が断片的に存在し、一つの歴史として捉えたものもありません。

こうした断絶された各時代を繋ぎ、かつ歴史の中の穴を埋めることにより、60年代から始まる「視覚と思考を巡るテーマ」をベースに包括的に振り返る歴史を視覚映像化します。
日本のメディアアートの国際化を目指して
近年、海外から日本のヴィデオアートへの関心は高まりつつあります。様々なフェスティバルや展覧会で日本の作家の活動が注目を浴びる機運が高まっております。当該企画が海外でも通用するヴィデオアーティストを取り上げ、バイリンガルで紹介することにより、日本のメディアアートシーンを国際化に繋げたいと思います。

ドキュメンタリービデオの発表として

完成作品は60分程度のドキュメンタリー映像として、国内外のドキュメンタリー映画祭をはじめとして、数多くの映画祭への出品を予定しております。

電子映像の技術、アート、そして東洋や日本固有の思想が結びついたヴィデオアートのパイオニアたちの足跡をより多くの人に知っていただく場での発表を目的とします。

	
インタヴュー（対象アーティスト）


予定されるインタビュー対象

	松本俊夫　
飯村隆彦　
山口勝弘　
かわなかのぶひろ
山本圭吾
久保田成子
中谷芙二子
中嶋興
出光真子　
マイケル･ゴールドバーグ
安藤紘平

島野義孝

	阿部修也(Nam June Paikのエンジニア)
バーバラ･ロンドン(MOMA)

ウッディ･ヴァズルカ
ペーター･ヴァイベル
ビル・ヴィオラ　
インゴ･ギュンター
ゲイリー･ヒル
ズビグ・リプチンスキー
ロベール・カエン
その他　日本にゆかりのあるビデオ作家、メディアアーティスト、研究者


	インタビュー内容　例

他の表現メディアとの差異

ヴィデオアートの構造

ヴィデオアートの記号性

ヴィデオと空間・環境

日本的な視点・技術

ヴィデオアートの批判性、現代的な問題

ヴィデオアートのこれから、将来性 

etc etc.

スタッフ

瀧健太郎(インタビュア)

大江直哉(撮影)　

他　ＶＣＴスタッフ

機材：SONY HVR-Z1J(高精細ビデオカメラ)


既に収録済のインタビュー
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山口勝弘　モバイル・プラネット
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飯村隆彦
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山本圭吾
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中谷芙二子　霧の演出
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出光真子
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中島興
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松本俊夫

[image: image9.jpg]


　

ズビグ･リプチンスキー
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ロベール･カーエン
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ナムジュン・パイクアートセンター
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阿部修也
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 かわなかのぶひろ
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　安藤鉱平

[image: image15.jpg]


小林はくどう
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マイケル・ゴールドバーグ

	
企画者連絡先


特定非営利活動法人ビデオアートセンター東京
〒102-0075 東京都千代田区三番町２８－７ co-lab三番町 re-know ノンレジデンス

代表：瀧健太郎
+81-(0)80-4355-1721

takiken@netlaputa.ne.jp



■グループの概要：ビデオアートセンター東京（VCT）は、日本におけるヴィデオアートとその他の時間芸術のためのセンターとして、2001年に設立されました。 VCTの目的は、それらのアートをめぐる国際的な新しいネットワークを形成し、状況を発展させることにあります。 　VCTは、ヴィデオアートが現在のメディア文化において持つべき役割を確立しなければならないと考えるヴィデオアーティストを中心とするスタッフに よって、民間非営利組織（ＮＰＯ）として自主運営されています。


http://www.vctokyo.org/





■瀧健太郎：　経歴：武蔵野美術大学大学院映像コース修了。2002年文化庁派遣芸術家研修員、2003年ポーラ美術振興財団の研修員として、ドイツ・カールスルーエ造形専科大で メディアアートを学ぶ。ヴィデオ作品やインスタレーション、パフォーマンス、執筆活動などの傍ら、展覧会の企画、プロデュースを行う。国内展にキリンコンテ ンポラリーアートアワード('98)、福井ビエンナーレ８('00)、フィリップモリスアートアワード('02)、Ongoing展('02)、 fromScratch('05)他海外上映など多数。NPO法人ビデオアートセンター東京の運営、早稲田大学川口芸術学校の客員講師勤務。





■今回のドキュメンタリーに関する参考：　ヴィデオアート第一世代とのコラボレーション（松本俊夫作品の音楽担当や、飯村隆彦とのパフォーマンス）、第二世代80年代作家の作品上映会の主催(80年代ヴィデオアート特集[2005]、V-lougeゲスト：マイケル・ゴールドバーグ)、現代の作家との活動(＝VCTokyo)、コンテンポラリーアートのギャラリーでのキュレーション(トーキョーワンダーサイトにて)、海外ヴィデオ作家との交流などの経験が生かされると思われる。











